





















































































































































































































































































































































































くないが非常に学識の高い人であると思われる。安岡は 1873 年（明治 6 年）
4 月 4 日生まれで、1892 年（明治 25 年）慶應義塾大学を卒業。1893 年「時
事新報」入社、新聞社では政治部、社説そして編集部などの部署で働き、










































































































































（48）『魯迅全集』第十五巻「書簡Ⅱ」p160 注 1 
（49）『魯迅全集』第四巻 華蓋集続編「即座支日記」七月二日 p.367













































国人的気質』（Arthur・Henderson Smith，Chinese characteristics, Oliphant, 
Anderson and Ferrier, 1900 原文と二本セット）訳林出版社 2012 年 10 月発
行を活用した。
アーサー・H・スミスの、“Chinese Characteristics” の中国語版について：
1896 年（明治 29 年）に博文館から羽化・渋江保の翻訳によって日本語版『支
那人気質』が発行され、1940 年（昭和 15 年）に白神徹訳『支那的性格』（中
央公論社）が発行されている。『支那的性格』の「緒言」によれば “Chinese 
Characteristics” は、もともと上海の「北清日報」“North China Daily News”
に掲載された英文の論文であった。1890 年に初めて上海で出版され、当時
中国および東洋諸国に広まったとある。『中国人的性格』の「訳者解説」に
よれば、1894 年に全体を 40 章から 27 章に改訂したアメリカ版が発行され、
世界に広まったとある。そして本格的な中国語版は 1995 年の張夢陽、王麗











この論文の作者范伯群教授は 2017 年 12 月 10 日に逝去され、その追悼の
意味を込めてこの論文を日本語に翻訳することを決心し、徐志紅先生のお力
をお借りし訳出できたことは大変嬉しい限りである。しかし、なにぶん付け
焼き刃の翻訳であるため、間違いや不十分な点が多々あると思われる。ご指
摘いただければありがたい。今回の翻訳に関しては、佛教大学の李冬木教授
にはひとかたならぬお世話になった。また発表の場を提供くださった中国言
語文化研究会に心から感謝申し上げる。
澤谷敏行
